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予測モデルとは？

原因データ 𝑦𝑦 = 𝑓𝑓 𝑥𝑥

予測モデル 𝑓𝑓

目的データ
𝑥𝑥

𝑦𝑦

気温、湿度、天気

気温、湿度、天気、
ビールの売上
で学習したモデル

ビールの売上

例えば…
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予測モデルでできること

• 発生確率を予測する
• 例：国勢調査の傾向より、マンションの購買層を予測する

• データの分類
• 例：診療データより、疾病のリスク群を分類する

• データの相関性を見つける
• 例：匿名診療データより、血圧と病気の相関性を見つける

• 例：地域コミュニティーごとの避難所種別の過不足傾向を見
つける

などなど…
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予測モデルを考える

表データを見る！

…難しい

• 対象のデータ項目の意味より、予測モデルのデータモデルを考える
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予測モデルを考える

項目の意味といえば、
共通語彙基盤！
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• 対象のデータ項目の意味より、予測モデルのデータモデルを考える



今日のデモ（予測モデルでの活用例）

1. DMDからPMMLを生成

2. KNIMEというPMMLに読ませる

3. KNIMEの画面からPMMLを見てみる
1. 実データを見てみる

2. DMDを見てみる

3. PMMLに反映してみる
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PMMLとは
• 予測モデルマークアップランゲージ（Predictive Model Markup 

Language）
• 異なるデータマイニング製品間で予測・分析モデルの交換・共
有を可能にするXMLの拡張
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参照：01_pmml(元データ).xml 8
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例えば「災害種別」
これらの項目から予測モデル
は関連性を理解できるの？
難しいかも…

データを正規化して考えてみる！
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参照：03_実データの例ー指定緊急避難場所一覧(宝塚市).xlsx

データセット、コードリストを考える！

実データでも…
災害種別の項目「０」「１」が並んでいるが、
その関連性を機械はうまく理解できるのか？

横につながっているデータの関連を
予測モデルに理解させるには？
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参照：00_変換元DMD(PD6943).zipのdatamodel.txt

DMDの構造を見ると、
表データの裏に隠れた

データセット
・「災害種別」

コードリスト
・「洪水」
・「地震」
・「崖崩れ、土石流及び地滑り」
・「高潮」
・「津波」
・「大規模な火事」
・「内水氾濫」
・「火山現象」

が見えてくる。

データセット コードリスト
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use ic:施設型>ic:ID>ic:識別値;
use ic:施設型>ic:名称>ic:表記;
use ic:施設型>ic:名称>ic:カナ表記;
use ic:施設型>ic:住所>ic:表記;
use ic:施設型>ic:住所>ic:方書;
use ic:施設型>ic:地理座標>ic:緯度;
use ic:施設型>ic:地理座標>ic:測地高度>ic:数値;
use ic:施設型>ic:地理座標>ic:経度;
use ic:施設型>ic:連絡先>ic:電話番号;
use ic:施設型>ic:連絡先>ic:内線番号;
use ic:施設型>ic:関与[都道府県名]>ic:関与者>ic:住所>ic:都道府県;
use ic:施設型>ic:関与[市区町村名]>ic:関与者>ic:住所>ic:市区町村;
use ic:施設型>ic:関与[市区町村コード]>ic:関与者>ic:ID>ic:識別値;
use ic:施設型>ic:種別コード[災害種別_洪水]>ic:識別値;
use ic:施設型>ic:種別コード[災害種別_地震]>ic:識別値;
use ic:施設型>ic:種別コード[災害種別_崖崩れ、土石流及び地滑り]>ic:識別値;
use ic:施設型>ic:種別コード[災害種別_高潮]>ic:識別値;
use ic:施設型>ic:種別コード[災害種別_津波]>ic:識別値;
use ic:施設型>ic:種別コード[災害種別_大規模な火事]>ic:識別値;
use ic:施設型>ic:種別コード[災害種別_内水氾濫]>ic:識別値;
use ic:施設型>ic:種別コード[災害種別_火山現象]>ic:識別値;
use ic:施設型>ic:種別コード[指定緊急避難場所]>ic:識別値;
use ic:施設型>ic:種別コード[指定避難所との重複]>ic:識別値;
use ic:施設型>ic:種別コード[福祉避難施設所]>ic:識別値;
use ic:施設型>ic:種別コード[その他の避難場所]>ic:識別値;
use ic:施設型>ic:収容人数>ic:数値;
use ic:施設型>ic:記述[搬入可能なトラックの大きさ]>ic:説明;
use ic:施設型>ic:記述[対象となる町会・自治会]>ic:説明;
use ic:施設型>ic:参照>ic:参照先;
use ic:施設型>ic:備考;
use ic:施設型>ic:ID[リンクID]>ic:識別値;

都道府県名
データセット

地理座標
データセット

市区町村コード
データセット

災害種別
データセット

避難所種別
データセット

表やDMD構造の裏には、
データセットが隠れている
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参照：02_pmml(項目を正規化).xml

データベースのテーブルの第３正規化とよく似ている！
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参照：02_pmml(項目を正規化).xml

避難所種別をコードリストに
参照：04_PD6943.xlsx（データ項目特記事項）

都道府県名を47都道府県のコードリストに
市区町村コードをコートリストに
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参照：02_pmml(項目を正規化).xml

緯度経度の数値範囲を定める。
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機械が学習しやすい、予測データモデルになった
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予測モデルと共通語彙基盤
位置付け

• 予測モデルを作りたい数学屋さん統計屋さんに、データのモデ
ル（形・文脈）を伝える

• 入力データ設計、アルゴリズム・解析手法設計、学習手法の設
計は、対象外！

期待すること

• データとDMDを公開しておくと、予測モデルに活用可能。標準
的なデータマイニングツールに読み込める。

• DMDの構造を読んで、予測モデルを設計してもらう。

• データマイニングのユーザ層にアプローチしたい！
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